
第４１回市長杯 京都市スポーツ少年団本部長杯 サッカー大会 

＜大 会 要 項＞ 

 

※各大会共通の要項については、各団に配布済みの京都サッカースポーツ少年団連盟ハンドブック記載のとお

りとするので熟読し、確認しておくこと。 

 

◇今大会実施要項細目 

●大会形式 

参加チームを８グループに分け、予選トーナメント及び順位決定トーナメントを行い順位を決定する。 

順位決定トーナメントの Aトーナメントの１位、２位、３位に市長杯、Ｂトーナメントの１位、２位、 

３位にスポーツ少年団本部長杯の表彰を、その他各順位決定トーナメント上位２チームを表彰する 

●参加資格 

①エントリーできる選手は、協会に登録を済ませた選手で、８名以上３０名までとする。移籍や追加での

新規枠１０名については大会初日までのエントリーで可能とする。 

 尚、各試合のエントリー人数は２０名までとする。 

②対象学年が５・４年生となるので、３年生以下の選手については、「大会出場許可申請書」を必要とする。

エントリー表には、選手登録番号を記入すること。 

③抽選会当日に以下の書類を提出しエントリーとする。 

 ・エントリー表２枚  

  （背番号やユニフォームの色は当日変更可能とする） 

 ・ＷＥＢの「登録選手一覧」 

 ・大会チームエントリー出場許可申請書（３年生以下エントリーの場合のみ） 

 

④複数チームをエントリーしている場合、抽選会後の選手の差し替えは認めない。 

⑤１チーム８名以下の場合は他チームとの合同チームで参加可能とする。 

⑥女子選手による合同チームでの出場も可能する（同一選手の複数チームエントリーは不可とする） 

●競技規則 

日本サッカー協会制定８人制競技規則によって競技を行う。 

ただし、下記要項を別に定める。 

・人数は８人制（ＧＫを含む）とし、交代はエントリー内で自由とする。なおかつ自由な交代を適用。 

・試合時間は１５分－５分－１５分とする。勝敗が決しない場合は、ＰＫ方式（３人）により次戦出場チ

ームを決める。 

・少年用ゴールを使用し、試合球は４号球を使用する。 

 

 

 



 

・ピッチサイズは６８ｍ×５０ｍ、ペナルティーエリアは１２ｍ、ゴールエリアは４ｍとし、センターサ

ークルは半径７ｍ、コーナーエリアは半径１ｍ、ペナルティ―マークは８ｍを基本とする。尚、１日目

の宝が池スポーツ広場については会場の都合上ピッチサイズを６４ｍ×４０ｍとする。 

 自由な選手交代のため、ベンチ側のタッチラインのハーフウェーに６ｍの交代ゾーンを設ける。（ハーフ

ウェーラインを挟んで３ｍずつ） 

・試合開始３０分前ならびに試合開始時に出場できる選手が８名未満の場合は、不戦敗とする。 

・ＷＥＢ「登録選手一覧」を持参する。  

・メンバー表の背番号については、各試合での背番号の登録とし、試合毎の変更は可能とする。 

・審判は、主審１名、予備審判員１名の２名を置く。審判割り当てについては、ハンドブック記載の通り

とする。 

・退場について、競技者が退場を命じられた場合は、交代要員の中から競技者を補充することができる。 

警告、退場に関わる運用がハンドブック２３ページに明記してあるので、確認しておくこと。 

なお、以下の人員にて、今回の規律委員会を構成する。 

（林 幸三・片岡 弥之・柳沼 清美・伊澤 昭典・前田 健） 

・キックオフから直接相手ゴールに入った場合は得点を認めずに相手のゴールキックから再開する。 

 

 

☆落雷など危険の恐れがある場合は本部、主審の判断で中断する事があります。 

 速やかに安全な場所で待機すること。 

☆試合中における不慮の災害及び事故の発生に関しては個人の負担とする。 

☆各チームは、会場の駐車事情を考慮し、できる限り台数を少なくして来場すること。 

☆各会場とも、ゴミは各チームで必ず持ち帰ること。 

☆会場設営・審判等、試合がスムーズに進行するように協力すること。 

 

 


